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〇 r藻類プランクトンの増殖に対する水界生物による生 

態的制御機構』 （昭和61〜63年度科学研究費補助金研究 

成果報告書、1989年 3 月、117頁 ）

藻類プランクトンの異常増殖は、赤潮、アオコの発生 

として注目されている現象であるが、その増殖あるいは 

その制御（特にアレロパシー）に他の水界生物がどのよ 

うにかかわっているかを明らかにすべく、島根大学の 

研究者によって共同研究が行なわれた（代表者秋山優  

氏)〇本書はその成果をまとめたものである。ここでは、 

水草と藻類の相互関係を扱った報告をピック•アップし 

ておく。

秋 山 優 ：藻類のアレロパシー（他感作用）現象に関 

する研究の経緯 (p p .1〜27)

大島朗伸*西上一義：アマモの葉に舎まれるアレロパ 

シー物質の同定及び淡水産微細藻におよぼす生理 

的 効 果 (pp.75-86)

国 井 秀 伸 •大 島 朗 伸 •秋 山 優 ：付着藻類の基質とし 

ての賴 Iの・とその種による違い （pp.87 -  99)

秋 山 優 •国井秀伸• 坂本一光：水草類の藻類に対す 

るアレロパシー効果(pp.101-110)

〇 『琵琶湖の沈水植物』 （滋賀県琵琶湖研究所、1989年 

6 月 （但し、この記載はない）、26頁）

本会会員浜端悦治氏が琵琶湖の潜水調査の過程で撮影 

された生態写真（水中カメラによる）をふんだんに盛り 

込み、標 本 （拡大）写真と合わせて沈水植物18種を紹介 

したユニークなパンフレットである。琵琶湖でふつうに 

見られる沈水植物は網羅され•ているので、小中学生でも 

名前を調べるときのよき手引きとなるであろう。
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